
講評

受賞者の取り組み

北大阪急行電鉄株式会社の緑地公園駅及び桃山台駅で実施さ

れたバリアフリー化事業は、住民意見を取り入れ進められており、
当初案よりも相当改善した内容となっている。
特に、緑地公園駅では、事業段階においても意見聴取が実施さ

れ、第２のバリアフリールートとなるスロープの設置、カウンターの
幅が２段となった蹴込式券売機を設置するなど車いす利用者等の
利便性を大きく向上させ、バリアフリーの質的改善、スパイラル
アップを図っている。
また、住民の計画への参加意欲を高め、継続させていくために

も、積極的に協議会への参画や説明会の開催を行っている。
さらに、単独事業としてスロープの新設、既存駅舎へのエスカ

レーターの設置、自社所有ビルのドアの改良など自発的に進めて
いる。

駅舎の整備において、積極的にバリアフリー協議会へ参画する
など地方自治体と一体になってバリアフリー事業を進めていること
を高く評価しました。
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緑地公園駅のスロープ


